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2024 年３月期通期業績予想と実績値の差異、特別損失の計上に関するお知らせ 

 

  2023 年 11 月 13 日に公表いたしました通期連結業績予想と実績値に差異が生じましたのでお知らせ

するとともに、特別損失を計上することとなりましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2024 年 3 月期通期連結（2023 年４月１日～2024 年３月 31 日） 

                                      （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 9,000 △700 △500 △600 △42.14 

今回発表実績（Ｂ） 9,354 △442 △186 △408 △28.70 

増減額（BーA） 354 258 314 192 － 

増 減 率（％） 3.9% － － － － 

（ご参考）前期実績 

（2023 年 3 月期） 
10,029 212 426 45 3.18 

 

２．差異の理由 

売上高につきましては、下半期から回復傾向にある製品事業ハイテク関連製品の販売増や半導体関

連装置の売上高増加があったため、前回発表予想を上回りました。ハイテク関連製品は相対的に利益率

が高い傾向にあり、営業利益は前回発表予想より良化しました。経常利益につきましては、円安基調が

継続しており為替差益を計上しています。有形固定資産及びのれんの特別損失がある一方で、京都工場

の売却益や中国子会社の清算に伴う特別利益があるため、親会社株主に帰属する当期純利益は前回発

表予想より良化しました。 

 

３．特別損失の計上について 

当社の所有する広島県呉市の有形固定資産及びのれんにおいて、事業計画に対する進捗が当初計画

を下回る推移となり、収益性の見通しを保守的に行った結果、「固定資産の減損に係る会計基準」等に

基づき、有形固定資産及びのれんの減損損失 109 百万円を計上いたしました。 

 

以 上 




